
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ゴ
ミ
の
日
だ 

ど
う
し
て
お
れ
が 

覚
え
て
る
）
（
参
観
日 

あ
ま
り
塗
る
な
と 

子
に
言
わ
れ) 

（
上
役
は 

体
型
だ
け
が 
太
っ
腹
）
（
若
い
人
は 

賛
同
す
れ
ど 

参
加
せ
ず
） 

望
や
意
見
を
い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
挨

拶
が
延
べ
ら
れ
た
。 

 

事
前
に
要
望
内
容
は
提

出
し
て
お
り
、
森
市
長
か

ら
具
体
的
な
考
え
方
が
示

さ
れ
た
。
特
別
養
護
老
人

(1)第704号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協   毎月3回(1日･11日･21日発行)2011年2月11日 

 

中
越
高
齢
協
は
下
田
会

長
ら
役
員

10
名
と
連
合

中
越
横
澤
副
議
長
が
、
午

後
２
時
か
ら
市
長
を
訪

ね
、
両
代
表
が
挨
拶
。
森

市
長
か
ら
は
「
日
頃
か
ら

市
政
に
関
心
を
持
っ
て
要

 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

の
積
極
的
な
支
援
・
連
携

強
化
。
⑤
平
和
・
人
権
・

環
境
運
動
の
取
組
み
な
ど

に
つ
い
て
協
議
決
定
が
な

さ
れ
た
。
特
に
、
③
項
は

は
じ
め
て
の
試
み
と
な
る

た
め
、
今
後
、
具
体
的
実

施
に
向
け
幹
事
会
や
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
と
も
詰
め

て｢

楽
し
く
参
加
で
き
る｣

も
の
と
し
た
い
。 

の
行
っ
た｢

理
想
の
日
本

像
に
関
す
る
意
識
調
査｣

を
紹
介
し
、

97
年
以
降

目
減
り
し
た
賃
金
を
毎
年

１
％
づ
つ
取
り
戻
す
節
目

の
春
闘
と
な
る
よ
う
闘
っ

て
い
こ
う
と
挨
拶
。 

 

直
面
す
る

20
周
年
記

念｢

中
川
ひ
ろ
た
か
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト｣

、

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
街
宣
活
動

や
激
励
訪
問
・
官
民
部
門

連
絡
会
を
は
じ
め
と
す
る

11

春

季

生

活

闘

争

関

係
、
各
専
門
部
活
動
計
画

等
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ

れ
た
。 

議
長)

は
、
１
月

26

日

(

水)

18
時

30
分
に
第
１

回
担
当
者
会
議
を
開
催
し

た
。 

 

主
な
協
議
事
項
で
は
、

①

第

82

回

長

岡

地

区

メ
ー
デ
ー
に
つ
い
て
、
５

月
１
日(

日)

に
開
催
し
記

念
講
演
、
ハ
ガ
キ
で
ク
イ

ズ
、
各
労
組
行
事
写
真
の

映
像
化
等
を
取
組
み
、
次

回
の
会
議
で
詳
細
を
詰
め

る
。
②
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
救
援
米
運
動
の
田
植

え
、
稲
刈
り
や
環
境
保
全

活
動
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
柿
川
に
親
し
む

会
と
の
連
携
。
③
サ
ー
ク

ル
み
ず
ば
し
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
事
業
活
動
へ
の
幹
事

会
と
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

の
体
験
参
加
実
施
。
④
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
快
活
等
へ 

 

連
合
中
越
は
、
第

16

回
地
協
幹
事
会
を
１
月

20
日(

木)

18
時
30
分
か

ら
開
催
し
た
。 

 

幹
事
会
開
会
に
あ
た
り

矢
島
議
長
は
、
連
合
本
部

 

な
く
各
産
別
の
取
組
み
を

地
協
委
員
会
を
活
用
し
て

報
告
の
場
を
設
け
る
こ
と

等
が
協
議
決
定
な
さ
れ

た
。 

 

ま
た
、
直
面
す
る｢

地

協
結
成

20
周
年
中
川
ひ

ろ
た
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト｣

の
集
約
状
況
が

報
告
さ
れ
た
。 

 

国
民･

市
民
部(

金
内
副

的
に
免
許
証
を
返
還
対
応

策
に
つ
い
て
は
、
他
自
治

体
の
対
策
な
ど
も
参
考
に

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い

旨
の
表
明
が
あ
り
、
こ
の

後
も
意
見
交
換
が
行
わ
れ

有
意
義
な
申
し
入
れ
の
機

会
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
要
望
に
対
す
る

回
答
は
、
後
日
各
単
会
を

通
じ
て
中
越
高
齢
協
会
員

の
皆
さ
ん
に
報
告
す
る
。 

に
着
手
す
る
。
②
公
契
約

条
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
学

習
会
や
連
合
推
薦
市
長
と

の
意
見
交
換
の
場
づ
く
り

を
計
画
す
る
。
③
な
が
お

か
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
５
年
次
以
降

の
財
政
自
立
が
課
題
検
討

す
る
。
④
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

セ
ミ
ナ
ー
や
地
区
労
福
協

共
催
の｢

労
働
・
教
養
・

文
化
講
座｣

の
開
催
。
⑤

地
協
か
ら
の
提
起
の
み
で

ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
平
成

26
年
度
に
は

妬
く
１
８
０
０
床
分
で
小

規
模
多
機
能
型
を
予
定
し

て
い
る
。 

 

ま
た
、
高
齢
者
の
自
主 

 

各
専
門
部
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

 

連
合
中
越
政
策･

福
祉

部(

横
澤
副
議
長)

は
、
１

月
19
日(

水)

18
時
か
ら

第
１
回
担
当
者
会
議
を
開

催
し
年
間
活
動
計
画
を
協

議
し
た
。 

 

主
な
課
題
と
対
処
は
、

①
自
治
体
要
望
に
つ
い
て

は
、
５
月
期
に
回
答
の
検

証
と
次
年
度
要
望
の
集
約 
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中
越
地
域
高
齢
協
と
連
合
中
越
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
増
設
や
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
返
還

対
策
な
ど
を
中
心
に
し
た
「
市
政
要
望
書
」
を
１
月

24
日(

月)

に
、
森
民
夫
長
岡
市
長
に
提
出
し
た
。 

   

中越高齢協、森長岡市長に要望書提出 
「特別養護老人ホーム」・「運転免許自主返納」等を意見交換 

 

サ
ッ
カ
ー
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２

０
１
１
で
見
事
な
優
勝
を
遂
げ

た
日
本
に
は
、
常
に
ラ
イ
バ
ル

と
さ
れ
て
い
る
準
決
勝
で
日
本

に
敗
れ
た
韓
国
が
い
る
▼
日
本

と
の
対
戦
成
績
は
、
準
決
勝
前

ま
で

40
勝

12
敗

21
分
け
と
大

き
く
勝
ち
越
し
て
お
り
、
最
近

の
対
戦
で
も
２
０
０
５
年
８
月

の
東
ア
ジ
ア
大
会
で
１
敗
を
喫

し
て
以
降
、
２
勝
３
分
け
と
優

勢
だ
っ
た
韓
国
▼
し
か
し
、
今

回
の
対
戦
で
は
日
本
に
試
合
の

主
導
権
を
奪
わ
れ
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
パ
ス
回
し
に
つ
い
て

い
け
ず
、
慌
て
る
場
面
が
目

立
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
セ

プ
ト
数
や
枠
内
シ
ュ
ー
ト
数
、

総
得
点
数
で
も
日
本
を
下
回
っ

て
お
り
、
日
本
が
か
つ
て
の
よ

う
に
容
易
な
相
手
で
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
事
実
を
深
く
実

感
し
た
よ
う
だ
▼
韓
国
の
専
門

家
た
ち
も
「
日
本
は
南
ア
フ
リ

カ
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
ベ

ス
ト16

進
出
以
降
、
恐
ろ
し
く

成
長
し
た
。
今
後
は
ど
ち
ら
か

が
一
方
的
に
圧
倒
す
る
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
▼
約
５
年
半
ぶ
り
と

な
っ
た
日
本
戦
で
の
敗
北
。
し

か
し
、
こ
の
１
敗
は
韓
国
サ
ッ

カ
ー
界
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃

と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

副議長 

羽賀 実 ≪№34≫ 

   東蔵王２ 

11
年
度
専
門
部
第
１
回
担
当
者
会
議 

政
策･

福
祉
部
、国
民
市
民
部
活
動
協
議 

第
16
回
地
協
幹
事
会 

20
周
年
記
念
事
業
・春
闘
関
係
を
協
議 



(2)第704号（第三種郵便物認可）          れんごう中越地協   毎月3回(1日.11日.21日発行）2011年2月11日 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
と
う
さ
ん
の 

帰
り
待
っ
て
る 

灯
油
入
れ
）
（
と
も
か
せ
ぎ 

妻
の
貯
金
は 

何
故
増
え
る
）
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
し 

着
い
た
か
ど
う
か 

長
電
話
）
（
か
ら
だ
よ
り 

態
度
で
示
せ 

太
っ
腹) 

オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
の
役
割
分
担
や
連

合
新
潟
か
ら
の
要
請
な
ど

を
審
議
・
確
認
し
た
。
ま

た
、
年
間
活
動
計
画
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
担

当
に
着
き
、
次
回
第
３
回

委
員
会
ま
で
に
時
期
や
内

容
を
持
ち
寄
る
こ
と
と
し

た
。 

 

委
員
会
終
了
後
は
、
新

旧
役
員
引
継
会
を
行
い
、

旧
委
員
よ
り
４
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。 

 

引
継
会
で
は
、
連
合
中

越
地
協
国
民
市
民
・
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
担
当
で
あ
る
金
内

副
議
長
よ
り
乾
杯
の
挨
拶

が
な
さ
れ
た
後
、
自
己
紹

介
を
行
い
、
旧
委
員
か
ら

は
「
今
後
も
若
い
世
代
に

も
組
合
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
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連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
は
１
月
21
日(

金)

18
時

30
分

か

ら
、
マ

テ
ィ
ー
ナ(

東
坂
之
上
町)

に
て
「
第
２
回
委
員
会
」

を
開
催
し
た
。 

 

委
員
会
内
で
は
、
第
１

回
委
員
会
以
降
の
活
動
報

告
が
な
さ
れ
た
後
、
２
月

22
日
に
開
催
す
る
「
ユ
ニ

 
 
 

 
 

行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。 

 

最
後
は
前
田
委
員
長
よ

り
、
新
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

団
結
に
向
け
た
一
本
締
め

で
終
了
と
な
っ
た
。 

 

尚
、
次
回
委
員
会
は
ユ

ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
終
了
後
に
開
催

し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
反
省
な

ど
を
行
う
。 

 

連合十日町支部だより 

★2011連合十日町支部旗開きを開催★ 

 １ 月 25 日 ㈫ 

18：30よりラポー

ト十日町におきまし

て連合十日町支部の

旗開きが行われ、連

合組合員、来賓など

約120名が出席いた

しました。 
 はじめに山口支部長が主催者挨拶に立ち、昨年の

連合結成20周年を迎えた中での経過や感想、現在の

新卒者の就職内定率の低水準化に対する憂慮、地域

に根ざした顔の見える連合運動の構築等について述

べました。 
 続いて来賓を代表して連合中越の金内副議長、関

口十日町市長があいさついたしました。 
 山口支部長、金内副議長、関口市長、県労福協金

子博氏による鏡開きの後、金子氏の音頭で乾杯。余

興として青年女性委員会によるビンゴゲームとジャ

ンケン大会が行われ、大いに盛り上がりました。 
 高橋副支部長による閉会のあいさつがあり、最後

に山口支部長が団結ガンバローを行い、21：00に
閉会となりました。  

ＳＪネット委員会「第２回委員会開催」 

旧役員と今後の活動意見交換 




